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「田中正造とアジアⅡ」
平成 26 年度宇都宮大学地域連携活動支援事業
■シンポジウム
　日　時：2014 年 9 月 13 日（土）    13：00 〜 16：30
　場　所：佐野市中央公民館
■スタディーツアー
　日　時：2014 年 9 月 14 日（日）　　8：30 〜 16：30
　　　　　 8：30　ＪＲ佐野駅出発
　　　　　 9：00　佐野市郷土博物館出発
　　　　　11：00　草木ダム		→	松木地区で植樹	→	銀山平公園・中国人殉難烈士慰霊塔
　　　　　　　　　　→　朝鮮人強制連行慰霊碑　→　毛里田地区
主　催：宇都宮大学国際学部附属多文化公共圏センター、宇都宮大学国際学部
後　援：佐野市教育委員会
プログラム
司会　：　丁　貴連　	（宇都宮大学国際学部教授）
13：00－13：20　開会のあいさつとこれまでの経緯（高際	澄雄）
13：20－14：00　赤上　剛　（渡良瀬川研究会副代表）
　　　　　　　　　「足尾銅山鉱毒被害の現状」
14：00－14：40　鈴木　聡　（足尾に緑を育てる会　会長）
　　　　　　　　　「足尾渓谷緑化事業の現状と展望」
14：40－14：55　休憩
14：40－15：35　朴　孟洙　（韓国・円光大学校教授／学生福祉処長）
　　　　　　　　　「韓国におけるハンサリム運動と田中正造の自然観と生命観」	
15：35－16：20　パネルディスカッション
16：20－16：30　まとめと閉会のあいさつ　（重田	康博）
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平成 26 年度宇都宮大学国際学部地域連携活動事業
シンポジウム「田中正造とアジア II」
昨年度の田中正造没後 100 年記念事業「田中
正造とアジア」の議論で明らかとなった足尾
鉱毒事件の現在の問題点を明らかにするため
に、今年度は「田中正造とアジア II」として、
足尾鉱毒事件の現状をまずシンポジウムで議論
し、翌日スタディーツアーを行って、足尾地区
と大田市毛里田地区を実際に見て、現状認識を
深めました。
シンポジウムは、9 月 13 日（土）13 時より
佐野市中央公民館で参加者 100 余名のもと、丁
貴連国際学部教授の司会により開催されまし
た。
1.　あいさつとこれまでの経緯
最初に開催の経緯が、高際澄雄前多文化公共
圏センター長により説明されました。前回のシ
ンポジウムでは、赤上剛渡良瀬川研究会副代表
が田中正造の思想の発展を論じ、朴孟洙円光大
学校教授が田中正造の思想と東学農民革命の指
導者との共通点について論じられ、丁貴連国際
学部教授が現在韓国で高く評価されている内村
鑑三を媒介とすれば、田中正造が韓国にさらに
知られる可能性があるとして、内村鑑三と田中
正造の関連を紹介されました。
ここで参加者の多くを驚かせたのは、足尾鉱
毒事件はまだ終わっていないという赤上剛氏の
指摘でした。足尾渓谷の緑化事業も進み、足尾
銅山も閉山されて精銅事業も行われていない現
在、足尾鉱毒事件が続いているとはどのような
意味なのか、本腰を入れて論じなければならな
いと考えると同時に、田中正造没後 100 年で問
題を終わらせずに、新しい 100 年紀のはじめの
議論としてふさわしいと考え、今回の企画に
なった、と説明しました。
具体的には、昨年問題を提起された赤上剛氏
に、現在も続いている足尾鉱毒問題について、
詳しく論じていただき、続いて足尾緑化事業の
歴史と現状を、鈴木聡足尾に緑を育てる会会長
に説明いただき、さらに韓国の独創的な自然保
護運動であるハンサリム運動を田中正造の自然
観および生命観との関連で論じていただき、さ
らに足尾の樹木や植物を脅かしているシカの増
殖問題について辻岡幹夫自然公園財団日光支部
所長に論じていただくことになった、そしてシ
ンポジウムを踏まえて翌日足尾地区と大田市毛
里田地区の現地視察を行うと、企画内容の説明
が行われました。
2.　赤上剛氏「足尾銅山鉱毒被害の現状」
最初の講師である赤上剛氏は、足尾銅山鉱毒
被害の現状を詳しく論じられました。
まず、一般の考え方として、谷中村の廃村と
渡良瀬遊水地の成立、または田中正造の死で足
尾銅山鉱毒事件が終結したかのように思われて
いるが、田中正造自身、臨終において「正造個
人への同情」ではなく「正造が成し遂げようと
した事業への同情」を求めたことからも明らか
なように、正造が成し遂げようとしたのは、「足
尾の山林の緑の回復」、「渡良瀬川の水質の保
全」、「水源地と下流域被害地の再生」であり、
現代においては「生命と生活、環境を破壊する
最大の公害たる核兵器、原発、戦争の阻止など
の事業である、と論じ、具体的に、足尾銅山鉱
毒被害の現状の説明を行いました。
銅の精錬は、銅 1 トンの生産に対して猛毒で
ある硫酸・ヒ素 4 トンを生み出す。そのため足
尾渓谷の森林は破壊され、渡良瀬川沿岸の田畑
の作物は枯れ、人々は飲料水から死亡し健康を
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損なうことになったが、今でも、緑化事業にも
関わらず、森林が元通りに回復するには数百年
を要すると言われ、鉱滓の捨て場となった堆積
場は、大きいものだけでも 14 箇所あり、そこ
から鉱毒が流れ出し、さらに坑道からも鉱毒は
流れ出しています。
特に問題なのは、堆積場であり、1958 年（昭
和 33 年）、源五郎沢堆積場が決壊し、渡良瀬川
に甚大な被害をもたらしました。太田市毛里田
地区では、「渡良瀬川鉱毒根絶太田期成同盟」
を結成し、「公害等調停委員会」に提訴し、粘
り強い運動を展開、1974 年（昭和 49 年）第３
代板橋明治会長のときに、古河鉱業は初めて加
害責任を認め、15 億 5 千万円の賠償金を支払
いました。その後も太田の鉱毒根絶同盟は、
足尾銅山の鉱毒流出の監視を続けており、2011
年 3 月 11 日の東日本大地震のときにも、源五
郎沢は決壊しています。
こうして、足尾銅山の鉱毒流出および足尾渓
谷の森林破壊は未だに終わっていません。とり
わけ巨大堆積場には夥しい鉱滓が存在してお
り、いつ決壊し、下流に流失しないとも限りま
せん。足尾鉱毒事件が未だに終わっていないと
いう所以です。
赤上氏はこのように具体的に問題点を指摘し
て、足尾銅山鉱毒事件の真の問題点を明らかに
されました。
3.　鈴木聡氏「足尾渓谷緑化事業の現状と展
望」
鈴木氏は、足尾に緑を育てる会のそもそもの
始めから話されました。最初は花見をしようと
いう考えで、桜を植えたのですが、うまく根付
かず、宇都宮大学農学部の先生に相談したとこ
ろ、本当に緑を蘇らせたいのなら、足尾にあっ
た樹木を植えなければならない、と言われ、渡
良瀬川上流と下流の市民活動グループ（わたら
せ川協会・渡良瀬川研究会・田中正造大学・
渡良瀬川にサケを放す会・足尾ネーチャーライ
フ）が集まり、1996 年 5 月、足尾の山に緑を
取り戻そうと、「足尾に緑を育てる会」を結成
し、植樹活動を開始しました。
初代会長は神山英昭氏で、大畑沢に植林を
始め、年間 1 万本、100 年計画で始められまし
た。国土交通省や栃木県の支援を受け、とくに
春の植樹デーには 1500 人を超える参加者によ
り 8000 本の植樹が行われるようになっていま
す。大畑沢にはすでに 4 万本が根付き、森林の
様相を呈するまでに至っています。
しかしこのようになるまでには、多くの苦労
が伴いました。植えた木が根付くのは 2 割程度
であり、木に育てていくには、下草刈りが必要
で、一定の大きさになれば間伐もしなくてはな
りません。こうした作業の積み重ねで、大畑沢
が森林らしくなって行きました。
春の植樹デーと合わせて重要なのは、小中学
生の植樹体験です。修学旅行や環境教育で植樹
に来る小中学生を受け入れています。そのため
には下準備をしなくてはなりませんが、その結
果として、元気な声が山に響きわたるようにな
りました。このような活動により、日本ユネス
コ協会から、第 3 回プロジェクト未来遺産に登
録されました。
足尾に緑を育てる会の基本的な考え方は、
人間は自然の恵みによって生きているのであ
り、一方、自然の猛威の前には、なすすべが
なく、この自然の二面性を忘れてはならないと
いうことです。ですから、物質的な繁栄のみを
求めて、人間の都合だけで開発を続けてはなら
ず、土、水、空気、太陽といった人間の生存に
必要なものを破壊してはなりません。自然を一
度破壊してしまうと、修復には長い時間と努力
が必要となります。自然を尊重しながら、田中
正造の言った、真の文明社会を作らねばならな
いのです。
第 2 代会長鈴木聡氏の講演は、着実な活動に
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裏付けられたものだけに、強いに説得力があり
ました。
4.　朴孟洙氏「韓国におけるハンサリム運動と
田中正造の自然館と生命観
朴氏は最初に「ハンサリム運動」とは何かに
ついて説明されました。その歴史は 30 年ほど
ですが、すでに「標準国語大辞典」に入ってお
り、「生命を大切なものと考え、死にかけてい
る生命を生かそうとする社会的な運動」と定義
されているそうです。そして、韓国の宗教団体
や生命平和団体（YMCA、YWCA、環境連合、
緑色連合など）が資本主義と産業文明を超えて
新しい生と社会と文明を創造しようとしていま
す。
ハンサリム運動は、1982 年のウォンジュ（原
州）でウォンジュ教区主教池學淳の強力な支援
によって発行されたウォンジュ報告書「生命の
世界観確立と協同的生存」に始まります。ここ
には詩人、金芝河も関係していました。この報
告書をもとに人々は学習を続け、日本や台湾の
有機農業と生活協同組合から学びながら、都市
の消費者と農村の生産者を結びつける生命共同
体となり、張臺淳、金芝河、朴在一、崔惠成の
4 人によって、1989 年「ハンサリム宣言」が発
表されました。
1990 年代に入ると、仏教環境教育院、カト
リック農民会、インドラ網生命共同体、キリス
ト教環境連帯、仏教環境連帯、など宗教界で発
展を遂げるとともに、緑色評論、生命民会が、
政治や自治の領域で新たな発展を遂げ始めま
す。
そこに 2000 年代に韓半島に平和を願う動き
が生まれ、「生命平和」という新しい次元が生
まれます。きっかけは、韓国戦争で犠牲になっ
た民衆の無念を晴らすために行われた「生命平
和・民族和解・平和統一のための智異山千日祈
祷」でした。やがて韓半島の生命平和を祈願す
る「生命平和托鉢巡礼」が始まり、生命平和の
考えが普及しました。また仏教、カトリック
教、円仏教が、全羅北道西海岸の大規模干拓事
業に反対する三歩一拝が実施され、環境から生
命へという非暴力闘争に匹敵する高潔な社会運
動のモデルが創られました。
こうして、プロテスタント教、カトリック
教、仏教、円仏教、天道教などの宗教界、環境
運動連合、緑色連合などの市民運動団体が生命
平和運動や生命正義運動を繰り広げ、生命サリ
ムや生命平和は普通名詞になりました。生命運
動は、草創期から食膳共同体と冷静共同体を指
向していましたので、近年明らかになってきた
温暖化の問題、ニューヨークの 9.11 に示され
た社会的問題、日本の 3.11 であきらかになっ
た産業文明のあり方の問題、そしてセウォル号
事件に示された韓国社会の問題などに解決策を
示しています。
最後に朴孟洙氏は、このハンサリム運動と田
中正造の社会改革運動の共通性を、大西秀尚氏
が指摘していることに言及して講演を終えられ
ました。
5.　辻岡幹夫氏　「野生動物問題からみた足尾
の現状（特にシカの生息）」
辻岡氏は、足尾銅山の操業が森林の荒廃をも
たらし、動物の生息を困難にしたことをまず指
摘されました。そして昭和 30 年代に入って、
治山・砂防事業が行われ、植林が始まると、
カモシカが増え、次にシカがカモシカを追う形
で増えていったと説明されました。シカが増え
た理由としては、植林事業として若木が植えら
れ、シカの食べ物が増えたことと合わせて、緑
化事業としてシナダレスズメガヤやオオウシノ
ケグサなどの種が散布され、これらの草が増え
たことで、シカの餌が増えたことが挙げられま
す。
シカは、夏は涼しい奥日光に、冬は比較的暖
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かい足尾に移動します。そのため、奥日光の植
物は夏に食害を受け、シラネアオイの群落は激
減してしまいました。その他にも、ハクサンイ
チゲ、ハクサンチドリ、クルマユリ、ヤナギラ
ンなどの植物も激減しています。一方、シカが
好まないために増えた植物もあります。シロヨ
メナ、ハンゴンソウ、マルバダゲブキ、カニコ
ウモリなどです。樹木の樹皮も食害にあって、
立ち枯れする木もでています。
こうした被害を防ぐために、栃木県は、シカ
保護管理計画第５期計画を立てて、貴重な植物
群落のあるところに柵を廻らしシカが侵入でき
ないようにする、樹皮の食害を防ぐために保護
の金網を巻く、また狩猟によりシカの数を減ら
す、などを行っていますが、費用や労力がかか
り、有効な手立てとはなっていません。
シカが増えることによって、林床植生に多大
な影響が及び、生物多様性が失われ、奥日光の
森林が衰退する可能性が心配されています。
影響を足尾に限ってみるならば、シカの生息
密度が高いために緑化植物が食害を受けている
現状がありながら、ハンターの高齢化による減
少で、個体数を調整することが難しくなってお
り、日光国立公園の自然植生に大きな影響を与
えている、ということが言えます。
6．パネルディスカション
高際　今日、講師のお話を聞いて、当初考えて
いたよりはるかに深い内容があり、もっとお聞
きしたいという思いがしています。お話の時間
が短かったので、最初に補足することがあれば
お願いします。
赤上　１つ付け加えたいことは、鉱毒は、田畑
だけでなく、飲料水にも被害を与えていること
です。今でも、みどり市、桐生市、太田市、足
利市は、渡良瀬川から水道水を取水しています
し、東京の金町浄水場は利根川を経て江戸川か
ら取水をしています。平時は、銅の含有量は基
準値以下ですが、大水の時には草木ダムが攪拌
されて、鉱毒が流れ出します。もちろん、今は
県や市で監視していて、昔よりも客観的に安全
が守れるようになっていますし、草木ダムに
オートサンプラーが設置されたので、平時も監
視できるようになりましたが、堆積場や坑道か
ら流れ出す鉱毒が飲料水を汚染する可能性があ
ることは、申し上げておきたいと思います。
鈴木　大畑沢の植林が進み、もう間伐をしなけ
ればならない段階になっています。実際、間伐
を実施して、木が大きく育つようにしていま
す。この間伐材をどうするかなのですが、一つ
の方法として、間伐材でキーホールダーを作っ
て、植林体験をした小中学生に記念品として渡
すことを考えています。それから、先ほど辻岡
さんが言われたように、植林活動でシカが増
え、日光の自然を壊していることになっている
のかなと思ったのですが、柵を補修するのが大
変で、見回るだけでも、労力を要します。それ
に、今はイノシシの繁殖が問題です。イノシシ
は柵の下を掘ってしまうので、そこからシカが
侵入するようになります。したがって、さらに
問題が拡大したと言わなければなりません。
朴　昨年、赤上先生から宿題をもらいました。
私が、田中正造は東学農民を高く評価したと
言ったところ、それは当時他にも東学農民を評
価した人がいるので、その考えを受け入れただ
けではないか、とおっしゃいました。それで検
討したのですが、田中正造は東学農民の規律の
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高さなどに触れていて、いかにも社会運動を実
践してきた人の見方が出ていますので、他の人
の評価を受け入れたのでしょうが、その評価に
は田中正造のこれまでの経験が踏まえられてい
ると言えると思います。
辻岡　さきほど鈴木さんが言われた通り、柵を
点検して歩くのは大きな労力を必要としていま
す。私たちは、周囲17キロの柵を月に8周しな
ければなりません。それも平坦な道ではなく、
険しい上り下りのある地形を歩きます。嵐が来
れば、倒木で柵が壊れます。この補修が大変で
す。私たちはこうした作業を長くやってきまし
たが、いつ終わるのか、見通しが立ちません。
自然環境が安定すれば必要なくなるのでしょう
が、終わりのない努力をしているように思われ
ます。
高際　講師の方々に質問が寄せられています。
最初は赤上先生への質問ですが、「銅は毒なの
でしょうか」という質問と、「今の古河鉱業は
鉱毒の管理を真剣にやっていると思いますが、
赤上先生はどう思いますか」という質問です。
赤上　銅それ自体は人間に必要なミネラルの一
つで毒ではありませんが、硫酸銅などの化合物
となると有毒となり、田畑、魚、飲料水に被害
をもたらします。この問題は古くから足尾銅山
事件で議論されたことです。第２次鉱毒調査委
員会において、日本医学の父といわれた入沢達
吉は、銅は毒ではないと言いました。それに対
して、東京専門学校の左部彦次郎は被害民を支
援して、「鉱毒と人害」という反論書の中で、
硫酸銅が鉱毒の正体であり、入沢達吉は殺人学
者だと非難しました。これが第１の質問に対す
る答です。第２の質問ですが、私は毛里田の同
盟会の人たちに同行させてもらって、毎年１
回、古河の人たちに会っています。そして個人
としては真面目にやっているという印象を私も
もっています。しかし企業としてどうなのかな
と思います。3.11のときに源五郎沢が決壊しま
した。その前の年に、外国で堆積場が大規模に
決壊した事件がありましたので、かつて源五郎
沢が決壊し、毛里田地区を汚染したことを古河
はどのように考えているのか聞きました。する
と、国の基準を守っているから安全だと答え
ました。そして3.11で源五郎沢が崩れたわけで
す。それでそのことを再度質問すると、今国に
検討してもらって、その方針に従って対応して
いくつもりだと答えました。森林の再生にして
も、鈴木さんたちが一生懸命にやっているの
に、古河はそれに応えるような森林再生事業を
やっていません。こうしたところから、古河は
企業として不十分だと考えています。
高際　鈴木さんには「太陽光パネル設置のため
に樹木が伐採される問題が出ていますが、鈴木
さんはどう考えますか」という質問と、「子供
たちが植樹する時、土をもってくることがある
が、それは足尾の生態系を壊すのではないか」
という質問です。
鈴木　確かに私たちは植樹活動をしていて、木
を増やす努力をしています。しかし最近太陽光
パネルの設置のため樹木を伐採するところもあ
ることを知っています。樹木を伐採しないで済
むのであれば、そうしてもらいたいですが、人
間は自然を利用していますので、知恵を出し
合って、もっとも有効な利用を考えることが大
切だと思います。太陽光パネルは太陽エネル
ギーを利用することです。樹木も太陽エネル
ギーによって育ちます。場合によっては太陽光
パネルで生み出したエネルギーで樹木の代わり
を考えることもできるかもしれないと思いま
す。第２の質問ですが、他所の土は固有の生態
系を乱すことがありますが、足尾では、土が流
出してしまっていて、苗木が活着しないのが現
状です。ですから、足尾の乏しい土では植林は
できませんし、子供たちのもってくる土の方が
質の点で今の足尾の土よりはるかに良いもので
154
Ⅲ　活動報告
あることは間違いありません。
高際　朴先生には次のような質問が寄せられて
います。「今の政治状況の中で、田中正造を紹
介されたとき、反発はありませんでしたか。ま
た日韓の本当の友好は実現できるのでしょう
か。」「東学農民運動の指導者との共通点を挙
げられましたが、田中正造の独自性はどのよう
なものでしょうか。」「ハンサリム運動で原発
反対運動は行われていますか。」
朴　今の政治家は、自分の支持者を増やすこと
が大きな目的なので、人々の気持ちがわかって
いません。ですから政治家の発言は人々の気持
ちを反映したものではありません。ハンサリム
運動と田中正造さんとの考えは一致していると
思います。ハンサリム運動で田中正造さんを紹
介して反発されたことはありません。歴史認識
の問題については、日韓の歴史学者た作った日
韓共通の歴史教科書を使う運動が始まってお
り、この流れはこれから大きくなっていくだろ
うと思います。田中正造さんから私が学んだこ
とは、最後まで戦いを続けるということです。
田中正造さんは一番大きな問題をもっていた国
家と最後まで戦い続けました。私もこれから戦
い続けて行きたいと思います。原発について
は、国境を超えて環境を守る運動が広がってい
ます。
高際　辻岡さんに対しては、「シカの駆除に自
衛隊が使えないか」という質問が来ています。
またかつて私の同僚に足尾の林の下草がシカに
食われて土砂が流失しているので、土砂崩れが
起きるのではないかと言われたことがあるので
すが、辻岡さんはどう思われますか。
辻岡　残念ながらシカの頭数制限に自衛隊を使
うことは、法律的にも、技術的にも難しいと思
います。
それから林の下草がシカに食われて、土が流出
しているので、小さな土砂崩れは現実に起きて
います。これが大規模な土砂崩れになる心配も
あると私も考えています。
高際　私として講師のみなさんに２つ質問をし
たい。第１に、多くの堆積場があり、決壊の危
険性がある中で、足尾の人たちはどのように考
えているのかを足尾に住んでおられる鈴木さん
におお答えいただきたいと思います。第２に、
これはみなさんに質問なのですが、田中正造
は、環境破壊や戦争を未然に防ぐことの大切さ
を身をもって示しました。これは今で言う予防
原則ですが、そのことについてみなさんはどう
お考えでしょうか。
鈴木　私は足尾で生まれ育ったので、企業城下
町であったため、多くの人たちと同じように古
河さんに対する疑問は全然もちませんでした。
高校の時埼玉に出ましたので、戻って足尾の過
疎問題に取り組んだとき、疑問を持ちました。
子供たちに足尾の色は何かと質問すると、茶色
か黒と答えたのです。そこで初めて問題に気づ
き、足尾に緑を育てる会の運動を起こしたので
す。堆積場の問題については、古河さんが企業
として維持していかなければならないのだと思
います。国はやらないでしょう。古河さんもた
とえば社宅が撤去された跡に植林して自然環境
を良くする努力をしていますし、これからも努
力しますと言っています。これから監視を怠る
ことはできませんので、時代にふさわしい方法
で監視し、管理していく必要があると理解して
います。
高際　本当は予防原則についても講師のみなさ
んにお話を伺いたかったのですが、時間がきて
しまいました。自然破壊が起これば、その修復
に長い時間と多くの労力が必要になります、ま
た戦争も大きな人的破壊と自然破壊を引き起こ
します。本日のシンポジウムでまだ足尾鉱毒事
件は終わっていないとの認識を新たにして、さ
らなる自然破壊、人的被害を防ぐ意識を高める
べきだと心から感じました。
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7.　まとめと閉会のあいさつ
重田康博・附属多文化公共圏センター副セン
ター長がシンポジウムのまとめとあいさつをし
ました。
重田氏は、4 人の講師の講演をまとめた上
で、今回のシンポジウムで明らかになった課題
を次の 4 点を指摘しました。
第１に、田中正造の生命観と自然観をどのよ
うに融合させ、足尾で実践していくのか。
第２に、アジアのグローバル化の中で、田中
正造の戦いをどのように意味付けるのか。
第３に、グローバル化と市民社会化が進む中
で、周辺に追いやられる人々を、田中正造が谷
中村で行ったように、国家主義と対決し、公共
圏に掬い上げ、どのように合意形成をしていく
のか。
第４に、足尾銅山鉱毒事件の体験と意味を、
若い人々にどのように伝えていくのか。
これらを具体的に説明された後、講師のみな
さんと参加者に感謝を表明して、あいさつを結
びました。
スタディーツアー
9 月 14 日（日）午前 8 時 30 分、JR 佐野駅南
口前を第１の集合場所として、24 名の参加者
がほぼ時間通り、集まりました。前日のシン
ポジウムで講師を務めてくださった赤上剛氏
も、所用のため参加できなくて残念だと、見送
りにおいでくださいました。スタッフとして
は、案内の坂原辰男田中正造大学事務局長、重
田康博多文化公共センター副センター長、丁貴
連国際学部教授、佐々木史郎国際学部教授、津
田勝憲多文化公共圏センター研究員、高際澄雄
前多文化公共圏センター長、山澤明美多文化公
共圏センター職員が参加しました。第２集合地
佐野市郷土博物館では 19 名がバスに乗り、予
定通り参加申し込み者 43 名全員が揃い、出発
しました。
ここからは、案内役の坂原さんが外の景色に
関連づけて、佐野、足利の鉱毒被害の状況、住
民の反対運動、田中正造との関わりなどを、細
かく説明くださいました。
バスが足尾渓谷に入ってからは、参加者に自
己紹介をお願いし、スタディーツアー中にお話
ができるようにしました。
10 時黒保根農産物販売所で休憩して、10 時
45 分、草木ダムに到着、ここで坂原さんから
草木ダムの隠された役割について説明を受けま
した。草木ダムは、洪水調節、発電、農業用水
用の多目的ダムとして 222 戸の犠牲の上に作ら
れましたが、実は鉱毒沈殿の役割をもっていま
す。水面には箱が浮かんでいますが、水質検査
ブイであり、平時は銅の水質基準 0.06ppm を下
回っていますが、豪雨があると濁水がダムの水
をかき回し、基準値を上回る鉱毒水が流出する
そうです。当日は、ダムを折り返し地点として
マラソンが行われており、初秋の平和な景色そ
のものに見えましたが、隠された問題点にまで
想像力を巡らす必要を感じました。
草木ダムを出発すると、いよいよ足尾に入り
ました。右手には 3.11 で崩れたという源五郎
沢堆積場が見えました。さらにバスは進み、今
は 1 本のみとなった足尾銅山精錬所の煙突が見
えました。足尾の町は、今や人口が 2000 人を
割り、かつて宇都宮市についで人口が多く、3
万 8 千人の人々で賑わった町の衰退ぶりと、一
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時の賑わいに惑わされない、持続的繁栄の重要
さを理解しました。
 
11 時 40 分、久蔵沢と松木沢の入口着、足尾
に緑を育てる会の方々が待っていてくれまし
た。ここで足尾に緑を育てる会の活動の概要の
説明を受けた後、木の植え方を指導していただ
き、植林地まで斜面を登りました。下から見る
と、大した高さではないと思えましたが、登っ
てみると斜面の角度は急であり、しかも用意さ
れていた金属の階段を登るのと息切れがしまし
た。さらに木を植える場所の土は固く、そこに
穴を掘り、腐葉土を入れ、水を入れて、土を固
めるのも楽ではありませんでした。参加者は、
一様に植林の難しさを理解し、足尾に緑を育て
る会の活動の重要さを体を通じて納得しまし
た。ここでみなさんと記念写真を取り、バスに
戻りました。
バスは、さらに松木沢に入り、松木村跡で、
坂原さんの説明を受けました。松木村跡の東に
斜面がそびえていますが、そこは銅鉱石の鉱滓
であるカラミが大量に捨てられています。かつ
てはこのカラミが船の着生生物予防薬の原料と
して使われていたので、資源として扱われてい
ましたが、現在はそのように使われていないの
で、廃棄物となっているということです。この
付近にはかつては、松木村などいくつかの村が
ありましたが、足尾銅山の煙害で農業ができな
くなり、結局足尾銅山と交渉して、わずかな金
をもらって、日光に移動せざるを得ませんでし
た。松木村の遺跡はわずかしか残っておらず、
墓石は龍蔵寺に移されました。
ここから移動しはじめると、雨が降り始め、
龍蔵寺には寄れませんでした。また、最大の堆
積場である簀子堆積場も、バスから眺めるしか
ありませんでした。また、鉱毒を中和する目的
で作られ、いまも稼働している中才浄水場に着
いたときには、雨が激しく、バスから眺めまし
た。
ここからバスはかつて最大の坑道だった小滝
抗跡を過ぎて、中国人強制労働者の慰霊碑を見
学しました。日本と中国の国交正常化が実現し
たことを記念して造られた慰霊碑にふさわし
く、立派ですが、しかし日中戦争で囚われた捕
虜をこのように扱ったことには、胸の痛みを覚
えずには見られません。
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ここから銀山平に行き、昼食としました。昼
食後、道を戻り、朝鮮人強制連行犠牲者慰霊碑
を見学しました。この慰霊碑は、中国人のもの
と違って、慰霊碑は木製で小さく、参加者全員
がもっとしっかりした慰霊碑を建立すべきだと
感じました。
ここからバスは一路、太田市の毛里田を目指
しました。この間、参加者の自己紹介を再開し
ました。足尾から毛里田までは距離があり、記
念鉱毒根絶碑のある場所に到着したのは、5 時
15 分になっていました。
毛里田地区には、1958 年、源五郎沢が決壊
し、鉱毒水が流れ込んだ。ために、稲や麦が
育たず、毛里田の人々は、公害調停を申し立
て、長い努力の末に、古河鉱業は加害の事実を
認め、賠償金を支払うことになりました。この
毛里田の人々の活動が私たちに教えているこ
と、とくに第３代同盟会長、板橋明治氏の活動
が教えていることは、足尾の鉱毒問題は、今も
続いており、根絶を求めて、常に監視を怠って
はならないということです。また足尾地区は足
尾銅山の繁栄で潤った時期もあったが、下流は
被害しか受けていないということです。利益を
受ける人と、被害を受ける人が大きく分かれて
いるのも、足尾鉱毒事件の特徴です。
このあと、途中、桐生織物会館で休憩して、
佐野郷土博物館に 6 時 15 分、JR 佐野駅に 6 時
30 分に帰着しました。帰りのバスの中で、み
なさんの感想を伺いましたが、さまざまに今回
のスタディーツアーから学んでいただけたこと
が分かりました。そして、今回の目的である、
足尾鉱毒事件が今でも終わっていないという事
実は、なにより明らかになりました。
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